
  

輪
廻
往
く
夫
婦
佳
き
旅
雁
渡
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
〇
年
二
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
五
」 

「
下
水
道
に
殉
じ
た
熱
血
指
揮
官
（
林 
毅
）」
よ
り 

日
本
下
水
道
事
業
団
な
ど
で
活
躍
し
た
、
今
は
亡
き
林
毅
さ
ん
・
素
子
さ
ん
ご
夫

婦
の
墓
前
で
、
お
二
人
に
捧
げ
た
一
句
。「
ど
う
か
、
お
二
人
と
も
、
あ
の
世
で
も

う
一
度
佳
き
夫
婦
で
、
無
限
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」。 

  

夫
婦
し
て
同
じ
歩
巾
の
恵
方
道 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
〇
年
三
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
六
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
町
村
協
議
会
創
設
の
操
舵
手
（
森
喜
美
男
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
岡
県
芦
屋
町
で
、
遠
賀
川
の
水
質
浄
化
と
同
町
の
繁
栄
の
た
め
に
力
を
尽
く
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
森
喜
美
男
さ
ん
・
シ
ゲ
子
さ
ん
ご
夫
婦
の
仲
の
良
さ
を
詠
ん
だ
。 

  

初
さ
ん
ま
焼
く
老
夫
婦
鼻
め
が
ね 

 

白
萩
を
こ
ぼ
し
て
く
ぐ
る
夫
婦
宿 

 

団
栗
を
手
に
孫
二
人
笑
ひ
合
ふ 

こ
の
句
集
は
、
元
建
設
省
下
水
道
部
長
・
元
日
本
下
水
道
事
業
団
理
事
長
で
、
地
名
・
相
撲
研
究
家
、 

俳
人
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
、「
郷
顔
」
こ
と
中
本
至
さ
ん
が
月
刊
下
水
道
に
執
筆
し
た
記
事
の
中
で
紹 

介
し
た
俳
句
を
集
め
た
も
の
で
す
。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
〇
年
十
一
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
一
三
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
六
甲
よ
り
高
い
理
想
を
下
水
道
に
注
い
だ
好
々
爺
（
伊
藤
剛
次
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
常
に
新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
伊
藤
剛
次

さ
ん
の
佳
き
家
族
の
模
様
を
吟
じ
た
。 

  

薩
摩
弁
語
尾
は
短
か
し
地
酒
酌
む 

 

夫
婦
し
て
旅
三
昧
や
小
六
月 

 

別
れ
き
し
鹿
児
島
空
港
冬
ぬ
く
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
一
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
一
五
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
鹿
児
島
の
下
水
道
を
引
張
っ
た
薩
摩
隼
人
（
坂
ノ
上
孝
雄
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

鹿
児
島
市
の
下
水
道
を
常
に
新
し
い
感
覚
と
創
造
力
で
築
き
上
げ
た
坂
ノ
上
孝
雄

さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
と
き
の
吟
句
。 

  

忘
る
な
き
教
へ
あ
ま
た
や
雪
の
街 

 

風
花
に
切
な
き
水
の
友
と
逢
ふ 

 

雪
深
し
夫
婦
も
ゆ
か
し
語
り
か
な 

 

尊
翁
の
笑
顔
土
産
に
冬
の
旅 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
二
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
一
六
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
北
海
道
の
大
地
に
下
水
道
を
根
付
か
せ
た
人
（
梶
野
正
充
）」
よ
り 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
海
道
に
こ
の
人
あ
り
、
と
い
わ
れ
た
美
瑛
町
の
一
代
限
り
の
水
道
局
長
を
務
め

た
梶
野
正
充
さ
ん
と
元
気
で
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
、
新
千
歳
空
港
で
詠
ん

だ
。 

  

風
花
に
温
顔
凛
と
語
り
け
り 

 

地
震
落
橋
偲
ぶ
年
月
冬
薔
薇 

 

幸
せ
の
形
二
つ
な
り
春
隣 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
三
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
一
七
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
新
潟
市
下
水
道
の
創
成
期
を
築
い
た
人
物
（
永
井
圭
三
郎
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
潟
地
震
に
際
し
て
、
下
水
道
の
復
旧
・
復
興
に
寝
食
を
忘
れ
て
尽
力
し
た
永
井

圭
三
郎
さ
ん
の
、
幸
せ
な
模
様
を
詠
ん
だ
。 

  

地
震
の
あ
と
冷
た
き
句
帳
開
き
た
る 

 

震
災
の
瓦
礫
に
凍
て
蝶
迷
ひ
け
り 

 

早
梅
の
宮
に
倒
れ
し
石
灯
籠 

 

人
逝
き
て
悲
鳴
の
如
き
虎
落
笛 

 

春
節
や
祈
る
幸
せ
地
震
の
街 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
四
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
一
八
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
神
戸
の
下
水
道
を
後
世
に
伝
え
る
人
物
（
松
浦
武
司
）」
よ
り 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

神
戸
市
東
灘
下
水
処
理
場
に
お
い
て
、
当
時
、
前
例
の
な
か
っ
た
二
階
式
の
沈
殿

池
と
深
層
曝
気
槽
の
組
合
せ
の
方
式
で
能
力
向
上
を
図
る
な
ど
、
神
戸
市
の
下
水

道
事
業
に
尽
力
し
た
松
浦
武
司
さ
ん
ご
夫
婦
の
永
遠
の
幸
せ
を
祈
っ
て
紹
介
さ
れ

た
。
日
記
に
残
る
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
時
の
神
戸
で
詠
ん
だ
句
。 

  

大
夕
焼
永
き
功
労
染
ま
り
ゐ
て 

 

地
震
復
旧
夫
婦
の
絆
夏
帽
子 

 

機
動
て
ふ
技
の
館
や
夏
暖
簾 

 

梅
緋
牡
丹
や
永
遠
に
夫
婦
を
祝
ひ
け
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
七
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
二
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
施
工
に
機
動
化
を
推
進
し
た
先
駆
者
（
木
村
宏
一
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
下
水
道
管
渠
推
進
技
術
協
会
名
誉
会
長
で
あ
り
、
推
進
工
事
に
多
く
の
工
夫

を
取
り
込
ん
だ
発
明
家
、
そ
し
て
機
動
建
設
工
業
の
経
営
者
で
あ
る
木
村
宏
一
さ

ん
・
昌
子
さ
ん
ご
夫
婦
を
讃
え
る
句
。 

  

神
無
月
出
雲
へ
旅
し
友
の
雲 

 

達
人
の
墓
碑
に
直
立
曼
珠
沙
華 

 

西
国
の
な
に
が
悲
し
き
ち
ち
ろ
虫 

 

添
水
鳴
る
極
楽
よ
り
の
便
り
と
も 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
九
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
二
三
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
万
人
が
讃
え
た
下
水
道
の
達
人
（
東
良
一
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

紫
川
、
洞
海
湾
の
水
質
改
善
に
尽
力
し
、「
九
州
下
水
道
の
国
士
無
双
的
な
人
物
」

と
讃
え
た
故
東
良
一
さ
ん
に
捧
げ
た
。 

  

冬
鷗
ベ
ニ
ス
の
海
に
共
生
す 

 

遺
産
な
る
最
後
の
晩
餐
秋
気
澄
む
（
ミ
ラ
ノ
） 

 

露
柱
ウ
ィ
ー
ン
の
森
の
調
律
師 

 

虫
す
だ
く
ロ
ー
マ
骨
董
値
切
り
た
る 

 

蟷
螂
や
セ
ゴ
ビ
ア
水
道
空
の
青
（
ス
ペ
イ
ン
） 

 

ポ
ン
ペ
イ
に
蓑
虫
一
つ
孤
独
か
な 

 

ナ
ポ
リ
の
夜
天
使
の
ご
と
き
星
流
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
一
年
十
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
二
四
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
ね
ぶ
た
』
情
熱
を
下
水
道
に
ぶ
っ
つ
け
た
人
物
（
松
橋
武
智
雄
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

青
森
市
の
下
水
道
部
長
と
し
て
融
雪
側
溝
を
整
備
し
、
住
民
か
ら
「
あ
づ
ま
し
い
」

と
評
さ
れ
た
松
橋
武
智
雄
さ
ん
の
、
外
国
で
の
日
記
を
読
ん
で
作
句
。 

  

妻
指
せ
る
方
へ
方
へ
と
鳥
渡
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
二
年
十
一
月
号
「
も
う
一
つ
の
下
水
道
物
語 

そ
の
三
七
」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
関
西
の
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
界
に
『
六
甲
あ
ら
し
』
を
吹
き
込
ん
だ
リ
ー
ダ
ー

（
木
村
勝
弘
）」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
府
の
下
水
道
課
計
画
係
長
と
し
て
、
流
域
下
水
道
が
制
度
化
さ
れ
た
後
の
総

合
計
画
策
定
の
中
枢
人
物
だ
っ
た
木
村
勝
弘
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
誕
生
を
祝
う
句
。 

  

紫
陽
花
の
彩
を
問
い
て
は
母
臥
せ
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
四
年
八
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
一
犬
、
影
に
吠
ゆ
れ
ば
、
百
犬
、
声
に
吠
ゆ
」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
水
道
界
も
文
武
両
道
が
望
ま
れ
る
。「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
か
ら
の
句
と
し
て
、
田
村

元
元
衆
議
院
議
長
の
句
と
と
も
に
紹
介
。 

  

水
筒
に
井
守
棲
む
水
貰
い
け
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
四
年
九
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
二
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
恙
な
く
』
と
『
蠑
螈
』
で
一
攫
千
金
」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

玄
関
の
水
槽
で
二
十
年
近
く
生
き
て
い
る
イ
モ
リ
。
城
の
井
戸
に
飼
わ
れ
て
水
を

汚
さ
ず
、
毒
物
の
混
入
を
身
を
持
っ
て
防
ぐ
の
で
「
井
守
」
と
い
う
最
高
級
の
称

号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

  

カ
ブ
ト
虫
餓
鬼
の
メ
ダ
ル
を
賜
ふ
か
な 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
四
年
十
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
相
手
を
知
り
己
を
知
ら
ば
百
戦
危
う
か
ら
ず─

ア
テ
ネ
五
輪
も
下
水
道
も
『
月

桂
樹
』
と
『
荊
』
の
道─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
テ
ネ
五
輪
で
の
日
本
の
栄
誉
と
屈
辱
を
熟
考
し
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
は
ミ
ス



を
犯
し
た
ら
「
荊
」
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
と
し
、
普
段
か
ら
の
心
構
え
が
肝

心
と
主
張
し
た
。 

  

福
寿
草
若
き
鉢
よ
り
床
の
間
に 

 

未
知
の
日
々
若
き
が
背
負
う
初
荷
か
な 

 

若
独
楽
の
は
じ
け
る
如
く
余
力
あ
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
五
年
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
六
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
新
し
き
酒
は
新
し
き
革
袋
に
盛
れ─

下
水
道
の
二
〇
〇
五
年
は
『
共
存
共
栄
』

で─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
し
い
思
想
（
内
容
）
を
表
現
す
る
に
は
、
新
し
い
形
式
が
必
要
。
若
く
新
鮮
な

方
々
の
登
場
の
舞
台
も
必
要
。
若
い
人
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
と
い
え
る
か
も
知
れ
な

い
。 

  

啄
木
鳥
や
吾
子
に
優
し
き
澄
み
た
る
目 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
五
年
三
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
八
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ま
ず
『
キ
ガ
ツ
ク
鳥
』
で
あ
る
こ
と─

国
交
省
・
谷
戸
下
水
道
部
長
の
『
攻
め

る
』
に
賛
同─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

キ
ツ
ツ
キ
に
は
「
キ
ガ
ツ
ク
」
と
「
キ
ヅ
カ
ズ
」
の
二
種
類
が
あ
り
、
組
織
に
お

い
て
は
「
キ
ガ
ツ
ク
」
が
多
い
か
「
キ
ヅ
カ
ズ
」
が
多
い
か
で
発
展
が
決
ま
る
。

と
し
て
、
キ
ツ
ツ
キ
を
テ
ー
マ
に
作
句
し
た
。 

  

河
骨
や
街
の
喧
騒
鎮
ま
れ
り 



  

浮
か
み
出
て
蠑
螈
渋
谷
を
旅
枕 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
五
年
六
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
一
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
食
う
か
食
わ
れ
る
か─

下
水
道
関
係
企
業
も
広
い
視
野
が
必
要
だ─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
つ
て
渋
谷
の
河
骨
川
に
生
息
し
て
い
た
コ
ウ
ボ
ネ
と
イ
モ
リ
を
詠
ん
だ
。 

  

六
キ
ロ
の
南
京
大
橋
日
傘
往
く 

 

蝉
騒
に
姑
娘
の
中
山
陵 

 

虐
殺
を
過
去
と
示
唆
し
て
喜
雨
来
た
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
五
年
十
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
一
五
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
新
し
き
酒
は
新
し
き
革
袋
に
盛
れ
！─

細
き
管
を
以
て
天
を
窺
う
な─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
年
四
月
、
中
国
各
地
で
反
日
暴
動
の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
八
月
に
上
海
、
無

錫
、
鎮
江
、
南
京
を
訪
れ
た
。「
ど
こ
に
反
日
感
情
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
気
分
の

旅
行
だ
っ
た
。
南
京
を
去
る
と
き
に
残
し
た
俳
句
。 

  

草
紅
葉
つ
ま
づ
く
老
の
梅
里
見
し
（
梅
里
は
黄
門
様
） 

 

鴛
鴦
や
旅
の
過
客
を
癒
し
た
る 

 

水
澄
み
て
濁
世
流
せ
し
龍
田
川
（
奈
良
紅
葉
名
所
縮
景
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
六
年
三
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
二
〇
」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
雪
と
欲
は
積
も
る
ほ
ど
道
を
忘
れ
る─

指
導
者
は
『
先
憂
後
楽
』
の
精
神
で─

」

よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
年
暮
秋
に
、
小
石
川
後
楽
園
を
舞
台
に
開
か
れ
た
上
下
水
道
人
の
俳
句
集
団
・

四
季
の
会
吟
行
会
で
詠
ん
だ
三
句
を
紹
介
し
た
。 

  

原
爆
碑
こ
と
ば
少
な
き
花
浄
土 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
六
年
五
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
二
二
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
す
で
に
平
成
十
九
年
度
予
算
獲
得
の
策
略
を─

砂
漠
の
ラ
ク
ダ
か
ら
技
術
革
新

を─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
各
地
の
桜
の
開
花
の
知
ら
せ
を
受
け
て
、
芭
蕉
の
句
に
並
べ
て
紹
介
。 

  

難
波
よ
り
水
か
ら
く
り
や
世
界
初 

 

科
学
者
も
蛍
の
知
恵
に
追
い
つ
か
ず 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
六
年
六
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
二
三
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
目
に
は
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹─

一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
智
恵─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
の
句
は
下
水
道
展
へ
の
期
待
。
後
の
句
は
、「
小
さ
な
虫
に
も
智
恵
が
あ
る
。
な

お
も
て
人
間
に
は
無
限
の
智
恵
が
あ
る
」
こ
と
を
皮
肉
っ
た
の
か
。 

  

再
生
水
出
目
金
く
わ
っ
と
生
き
に
け
り 

 

住
之
江
に
や
や
萎
み
た
る
合
歓
の
花 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
六
年
九
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
二
六
」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
に
必
要
な
強
力
な
超
人─

『
俳
句
大
会
』
と
『
下
水
道
展
』
の
情
緒─

」

よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
の
句
に
は
、
国
土
交
通
省
が
Ｐ
Ｒ
に
全
力
を
注
い
で
い
る
「
循
環
の
み
ち
」
の

社
会
的
有
益
性
を
俳
句
な
ど
の
情
緒
で
、
全
国
民
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た

い
と
い
う
思
い
が
。
後
の
句
は
、
下
水
道
展
〇
六
大
阪
を
見
学
し
て
。 

  

激
震
に
管
の
は
ら
わ
た
凍
て
て
を
り 

 

雪
催
し
瓦
礫
に
死
せ
り
灘
処
理
場 

 

マ
ン
ホ
ー
ル
亡
霊
の
ご
と
寒
に
浮
き 

 

崩
れ
墓
見
え
し
骨
壺
梅
悲
し 

 

母
探
す
貼
紙
破
れ
虎
落
笛 

 

息
白
し
「
女
」
と
の
み
の
柩
あ
り 

 

地
震
の
予
知
だ
れ
も
不
信
よ
寒
の
木
瓜 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
七
年
六
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
五
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
先
ん
ず
れ
ば
人
を
制
す─

『
能
登
半
島
地
震
』
と
『
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
』
に
思

う─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
七
年
一
月
十
七
日
未
明
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
直
後
に
詠
ん
だ
、

現
地
で
の
地
震
被
害
の
恐
怖
を
紹
介
。
本
号
発
刊
の
年
三
月
、
能
登
半
島
地
震
が

発
生
し
た
。 

  



御
形
摘
む
母
子
の
笑
み
の
こ
ぼ
れ
出
す 

 

勢
い
の
余
り
食
み
出
す
な
ず
な
か
ご 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
七
年
七
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
六
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
無
用
の
用
』
と
『
遊
び
』
の
大
切
さ─

『
絵
画
』『
隠
元
豆
』『
野
草
』
を
認
識

─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

良
い
組
織
と
は
人
工
的
に
造
り
上
げ
ら
れ
た
美
し
い
薔
薇
や
牡
丹
な
ど
も
必
要
で

あ
る
が
、
御
形
（
母
子
草
）、
薺
（
ペ
ン
ペ
ン
草
）、
繁
縷
な
ど
の
野
草
も
必
要
な

の
で
あ
る
。 

  

寄
居
虫
の
宿
を
探
す
も
尻
軽
く 

 

角
の
無
き
栄
螺
転
が
る
夕
焼
海 

 

月
影
の
さ
迷
ふ
ご
と
き
大
海
月 

 

磯
蟹
の
ひ
そ
み
し
岩
を
波
襲
ふ 

 

傲
慢
な
顔
に
高
値
や
虎
魚 

 

蝦
蛄
跳
ね
て
裏
返
し
と
は
露
知
ら
ず 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
七
年
八
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
七
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
の
ど
こ
に
磁
力
が
あ
る
か─

『
謝
り
』
よ
り
『
武
士
道
』
が
よ
い─

」

よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
年
六
月
初
旬
、
故
郷
の
広
島
県
生
口
町
（
尾
道
市
瀬
戸
田
町
）
を
訪
ね
て
、

母
校
の
中
・
高
校
生
の
一
部
の
科
学
の
生
徒
と
海
浜
を
散
策
し
、「
水
環
境
と
俳
句
」



を
テ
ー
マ
に
小
講
義
を
行
っ
た
。
中
・
高
校
生
ら
と
と
も
に
作
句
し
た
。 

  

水
澄
む
や
魑
魅
魍
魎
も
石
に
座
す 

 

台
風
に
地
獄
極
楽
う
し
ろ
髪 

 

法
師
蝉
合
併
村
に
紛
れ
ざ
る 

 

隅
田
川
子
規
浮
か
み
出
る
糸
瓜
柵 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
七
年
九
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
八
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
な
い
し
ょ
の
話
し
あ
の
ね
の
ね
』
の
意
味─
下
水
道
も
先
行
き
の
明
る
さ
を
訴

え
よ─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
年
開
か
れ
た
第
九
回
全
国
「
水
」
の
俳
句
大
会
の
下
水
道
関
係
者
の
入
選
作

と
と
も
に
。 

  

地
獄
絵
に
喉
か
ら
か
ら
や
原
爆
忌 

 

骨
董
に
小
石
だ
け
あ
る
敗
戦
忌 

 

水
芭
蕉
天
界
に
向
く
尾
瀬
の
景 

 

修
羅
の
火
に
激
つ
鵜
匠
の
手
練
か
な 

 

山
神
の
水
湧
く
沼
や
水
芭
蕉 

 

な
ま
け
鵜
に
舟
端
叩
く
面
白
さ 



  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
七
年
十
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
三
九
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
夏
が
来
れ
ば
思
い
出
す─

面
白
う
て
や
が
て
悲
し
き
鵜
舟
か
な─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
島
県
出
身
の
郷
顔
が
「
夏
が
来
れ
ば
思
い
出
す
」
の
は
、
や
は
り
昭
和
二
十
年

八
月
の
原
爆
投
下
で
あ
る
。
当
時
、
国
民
学
校
（
小
学
校
）
六
年
生
だ
っ
た
。 

  

子
を
殖
や
せ
絶
佳
を
増
や
せ
嫁
が
君 

 

嫁
が
君
な
め
る
塩
も
侮
れ
ず 

 

壁
か
じ
る
跡
を
忘
る
る
嫁
が
君 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
八
年
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 
そ
の
四
二
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
平
成
二
十
年
は
『
嫁
が
君
』
の
目
で
注
視─

下
水
道
界
は
柔
軟
な
頭
脳
が
必
要

─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
の
あ
ら
た
ま
の
年
を
迎
え
、
天
下
国
家
、
下
水
道
な
ど
の
あ
る
べ
き

姿
を
俳
句
に
し
た
。
一
句
目
は
、
わ
が
国
の
少
子
化
傾
向
に
対
し
て
、
人
口
が
増

え
て
こ
そ
優
れ
て
佳
い
こ
と
が
生
ま
れ
る
。
二
句
目
は
、
少
し
ず
つ
で
目
立
た
な

い
が
、
い
つ
の
ま
に
か
大
量
に
な
る
。
三
句
目
は
、
鼠
は
以
前
に
齧
っ
た
壁
の
こ

と
な
ど
は
忘
れ
て
い
る
が
、
壁
に
つ
け
た
跡
は
消
え
な
い
。「
嫁
が
君
」
は
鼠
の
異

称
。 

  

乱
の
世
に
淑
気
の
水
を
放
ち
け
り 

 

暖
冬
に
洞
爺
の
水
は
沸
き
た
る
か 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
八
年
二
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
四
三
」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
施
設
に
『
賞
味
期
限
切
れ
』
は
な
い
か─

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
か
ら
の
脱
出

を
図
る─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
の
世
相
を
漢
字
一
文
字
で
表
す
と
、
ど
う
な
る
か
。
予
想
は
、
政
界

の
騒
乱
か
ら
の
「
乱
」
か
、
地
球
温
暖
化
の
「
温
」
か
。 

  

独
り
居
に
慣
れ
ぬ
余
生
や
褞
袍
着
て 

 

湯
湯
婆
に
眠
り
の
神
の
住
み
給
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
八
年
三
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
四
四
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
の
『
地
球
温
暖
化
防
止
策
』
を
考
え
る─

行
水
・
湯
湯
婆
・
褞
袍
・
駕

籠
で
？─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
さ
さ
や
か
な
手
法
と
し
て
ド
テ
ラ
を
着
て
、
ユ
タ
ン
ポ
を

使
う
こ
と
を
挙
げ
て
実
践
。
ま
た
、
下
水
道
の
温
暖
化
防
止
策
で
、
三
つ
の
課
題

を
挙
げ
た
。 

  

難
波
場
所
八
百
八
橋
春
を
告
げ 

 

水
究
め
三
所
攻
め
で
世
界
と
っ
た
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
八
年
四
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
四
五
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
界
も
多
彩
な
『
技
』
と
『
国
際
化
』
が
必
至─

『
栃
ノ
心
』
と
『
河
津

英
麗
奈
ち
ゃ
ん
』─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

グ
ル
ジ
ア
出
身
の
栃
ノ
心
、
下
水
道
関
係
者
の
お
孫
さ
ん
の
二
人
の
例
を
挙
げ
、

国
際
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。「
三
所
攻
め
」
は
、
相
手
の
両
足
を
手
と
足
で
攻
め
、

頭
と
胸
で
押
し
倒
す
。「
と
っ
た
り
」は
、相
手
の
差
し
て
く
る
手
を
両
手
で
抱
え
、

体
を
開
い
て
ね
じ
り
倒
す
。 



  

春
愁
や
特
使
の
笑
顔
伸
び
縮
み
（
五
輪
評
価
で
） 

 

世
直
し
や
ケ
イ
ン
ズ
模
索
四
月
尽
（
不
況
脱
出
） 

 

エ
ー
ゲ
海
プ
ラ
ト
ン
招
き
あ
わ
び
食
ふ
（
哲
人
と
） 

 

山
笑
ふ
ヴ
ェ
ス
ピ
オ
噴
火
富
士
も
似
て
（
恐
怖
） 

 

亀
鳴
く
や
ナ
ポ
リ
に
死
す
も
一
人
占
め
（
再
会
） 

 

な
ん
で
や
ね
ん
人
の
和
失
せ
し
遍
路
杖 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
九
年
六
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
五
九
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
『
水
』
で
決
ま
る─

『
な
ん
で
や
ね
ん
』
の
本
音
に
同

感─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
六
年
の
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
を
巡
る
四
都
市
の
招
致
合
戦
、
米
国

の
不
況
対
策
で
の
ケ
イ
ン
ズ
復
活
、
イ
タ
リ
ア
市
場
で
の
日
本
車
の
多
さ
な
ど
を

取
り
上
げ
た
。「
な
ん
で
や
ね
ん
」
の
句
は
、
日
本
下
水
道
管
渠
推
進
技
術
協
会
の

山
岡
礼
三
会
長
の
、
隠
し
味
の
効
い
た
挨
拶
か
ら
ひ
ね
っ
た
。 

  

混
沌
も
揺
れ
る
し
か
な
い
彼
岸
花 

 

鶏
頭
や
吾
れ
海
族
の
地
が
燃
え
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
〇
九
年
十
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
六
四
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
日
本
は
『
物
言
え
ば
唇
寒
し
秋
の
風
』
か─

『
門
前
雀
羅
を
張
る
』
よ
う
で
も



問
題─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
〇
九
年
九
月
二
十
三
日
は
秋
分
の
日
で
祭
日
。
こ
の
日
早
朝
、
日
の
丸
を
玄

関
先
に
掲
揚
し
、
狭
庭
に
し
ば
し
佇
ん
で
、
そ
し
て
詠
ん
だ
。 

  

初
空
の
蒼
を
仰
ぎ
て
闘
志
満
つ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
〇
年
二
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
六
七
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の─

こ
の
一
年
を
『
騎
虎
の
勢
い
』
を
も
っ
て
進

む─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
二
年
・
寅
年
の
新
年
が
明
け
た
。
民
主
党
の
新
政
権
が
四
ヵ
月
経
過
し

た
が
、
前
年
か
ら
の
鳩
山
新
政
権
の
「
決
め
な
い
こ
と
を
決
め
た
」
的
の
施
策
行

動
を
眺
め
、
ま
た
小
沢
氏
の
強
引
な
逆
走
ぶ
り
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
難
航
ぶ
り
、

難
問
の
先
送
り
、
良
識
者
の
非
難
、
今
後
の
難
問
と
「
難
」
が
続
い
て
い
る
。「
闘

志
」
は
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
も
の
か
。 

  

男
寝
て
女
体
筑
波
の
山
笑
ふ 

 

天
空
の
雲
ぽ
っ
か
り
と
地
虫
出
づ 

 

万
葉
の
難
波
路
偲
ぶ
恋
蛍 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
〇
年
五
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
七
〇
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
今
春
は
『
山
笑
ふ
』
の
気
分
に
な
ら
な
い─

『
パ
ン
ド
ラ
の
箱
』
に
魑
魅
魍
魎

を
封
じ
込
め─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
句
目
と
二
句
目
は
「
今
回
は
の
ん
び
り
『
春
』
を
楽
し
み
た
い
」
気
持
ち
を
詠

ん
だ
。
三
句
目
は
、
大
阪
府
の
豊
中
市
と
堺
市
か
ら
蛍
と
飼
育
容
器
を
持
っ
て
き

て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
。 



  

先
駆
者
の
恩
を
忘
れ
ず
五
月
晴
れ 

 

活
断
層
容
赦
な
く
揺
れ
守
宮
出
づ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
〇
年
六
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
七
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
温
故
而
知
新
、
可
以
為
師
俟─

演
奏
会
ダ
メ
な
指
揮
者
に
音
ず
れ
る
（
狂
顔
）

─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
所
入
口
で
見
た
「
Ｏ
Ｂ
の
方
は
、
入
室
を
ご
遠
慮
し
て
く
だ
さ
い
」
の
貼
紙
に

憤
慨
し
た
役
所
Ｏ
Ｂ
の
弁
を
伝
え
た
。
活
断
層
は
鳩
山
政
権
の
危
う
さ
を
指
し
た

も
の
か
。 

  

検
察
の
マ
ム
シ
の
眼
つ
き
冴
え
返
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
〇
年
十
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
七
六
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
八
卦
よ
い
！
』
と
『
残
っ
た
！
』
の
意
義─

下
水
道
界
に
『
ル
ビ
コ
ン
を
渡
る

群
像
』
が
必
要─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
下
水
道
事
業
団
公
取
事
件
で
、
工
務
部
次
長
が
事
実
と
異
な
る
調
書
を
取
ら

れ
屈
し
た
。
数
年
後
、
そ
の
人
は
「
取
り
調
べ
た
検
事
を
来
世
で
も
恨
む
」
の
言

葉
を
残
し
て
他
界
し
た
。 

  

木
枯
や
北
方
尖
閣
た
じ
ろ
ぎ
ぬ 

 

膜
処
理
を
広
め
夜
長
の
長
電
話 

 

澄
む
水
を
育
む
修
羅
の
途
上
国 



  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
〇
年
十
二
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
七
七
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
一
葉
落
ち
て
天
下
の
秋
を
知
る
』
の
意─

下
水
道
界
の
人
材
も
マ
ル
チ
プ
ル
に

─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
と
下
水
道
に
問
う
現
代
句
。
尖
閣
諸
島
を
巡
り
、
中
国
の
漁
船
が
日
本
の
海

上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
衝
突
す
る
事
件
が
あ
っ
た
。
海
外
展
開
を
試
み
て
い
る
下

水
道
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
ウ
ラ
に
潜
む
綺
麗
ご
と
で
な
い
事
情
を
知
る
べ
き

だ
ろ
う
。 

  

年
の
瀬
や
第
九
と
癌
の
透
き
と
お
り 

 

地
球
儀
に
日
本
威
信
の
春
を
待
つ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
一
年
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
七
八
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
は
『
鼓
腹
撃
壌
』
に
入
っ
た
か
？─

い
ま
出
現
し
て
欲
し
い
期
待
の
人

た
ち─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
年
前
の
胃
癌
完
治
後
、
そ
し
て
肝
臓
癌
克
服
の
経
験
か
ら
、
詠
ん
だ
も
の
。
二

句
目
は
、
尖
閣
諸
島
、
北
朝
鮮
の
韓
国
砲
撃
、
北
方
領
土
な
ど
に
対
す
る
日
本
の

外
交
力
・
戦
略
の
弱
さ
を
憂
い
て
。 

  

養
生
の
友
生
き
延
び
よ
ど
じ
ょ
う
鍋 

 

秋
天
に
野
の
枝
光
り
溢
れ
出
す 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
一
年
十
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
八
七
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
骨
抜
き
泥
鰌
』
か
『
ど
じ
ょ
う
鍋
』
か─

下
水
道
畑
の
土
壌
は
良
い
雰
囲
気
を
！

─

」
よ
り 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
月
二
日
に
就
任
し
た
野
田
佳
彦
首
相
の
「
ど
じ
ょ
う
が
金
魚
の
真
似
を
し
て
も

仕
方
が
な
い
。
私
は
泥
ま
み
れ
に
な
っ
て
国
民
の
た
め
の
政
治
を
行
う
」
な
ど
国

民
受
け
す
る
弁
舌
を
捉
え
た
。
第
二
句
は
、「
国
語
教
科
書
に
下
水
汚
泥
を
乳
酸
菌

で
肥
料
に
す
る
『
未
来
を
ひ
ら
く
微
生
物
』（
大
島
泰
郎
）
が
掲
載
。
実
施
状
況
と

有
効
性
を
調
べ
て
欲
し
い
」
と
の
知
ら
せ
を
受
け
、
確
認
の
た
め
佐
賀
市
に
飛
ん

で
。 

  

地
震
復
興
松
一
本
の
爽
や
か
さ
（
陸
前
高
田
に
て
） 

 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
一
年
十
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
八
八
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「『
万
理
一
空
』
の
境
地
で
震
災
復
旧
を─

新
国
土
交
通
大
臣
と
日
本
人
新
大
関
に

期
待─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
号
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
東
北
三
県
お
よ
び
茨
城
・
千
葉
県
の
被
災
地
を

訪
れ
て
感
じ
た
こ
と
の
ほ
ん
の
一
部
を
提
言
し
た
。 

  

被
災
地
へ
気
は
漫
ろ
な
り
初
山
河 

 

復
興
に
み
ち
の
く
凛
と
淑
気
満
つ 

 

ジ
ョ
ブ
ズ
読
み
夕
餉
に
初
の
河
豚
食
ら
ふ 

 

風
評
に
四
面
楚
歌
な
り
春
を
待
つ 

 

三
宝
に
水
を
究
め
て
去
年
今
年 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
二
年
一
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
九
〇
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
龍
頭
は
前
に
出
る
勇
気
を
持
て─

池
田
元
首
相
、
ジ
ョ
ブ
ズ
、
澤
穂
希
に
学
べ



─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
〇
一
二
年
の
新
年
の
迎
え
、
新
年
句
と
し
て
詠
ん
だ
。 

  

初
水
の
み
ち
の
く
清
め
満
た
し
あ
ふ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
○
一
二
年
二
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
九
一
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
指
導
者
の
感
性
を
高
め
る
必
要
が─

そ
れ
ぞ
れ
今
年
の
願
望
を
整
理
し
て
実
行

を─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
三
年
の
世
相
漢
字
の
ト
ッ
プ
は
「
絆
」。
二
十
四
年
の
願
望
は
、
挑
戦
の

「
挑
」
と
、
安
心
・
安
全
の
「
安
」
を
挙
げ
た
。 

  

立
春
や
景
色
も
ど
ら
ぬ
水
辺
行
く 

 

立
春
や
鼓
動
戻
り
し
水
辺
往
く 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

月
刊
下
水
道
二
〇
一
二
年
三
月
号
「
下
水
道
彩
事
記 

そ
の
九
二
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
下
水
道
は
今
こ
そ
侃
侃
諤
諤
の
論
を─

一
年
間
の
復
旧
は
春
寒
料
峭
か
春
風
駘

蕩
か─

」
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
約
一
年
の
春
、
被
災
現
地
で
復
旧
・
復
興
の
状
態
を
詠

ん
だ
。
前
句
は
、
下
水
道
施
設
の
復
旧
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
都
市
の
状
況
（
春

寒
料
峭
）
を
詠
み
、
後
句
は
、
復
旧
が
順
調
で
街
の
復
興
も
進
み
、
住
民
の
動
き

も
活
発
に
な
っ
た
状
態
（
春
風
駘
蕩
）
を
詠
ん
だ
。 


